石動２区意見交換概要
日時　平成２４年６月１５日　19：30～

場所　石動コミュニティ

出席　２３名

問　城山公園大谷のつつみに、二年ほど前にポンプがついたがうまく作動していないので、対応をお願いしたい。また、運用面で、市で直接の管理が難しいようであれば、地域住民との協働体制というものを検討されてはどうか。

答　大谷のつつみについては、改めて現状を確認させていただきたい。　　

また、市役所で維持管理が難しいようであれば地元で管理する方法もあるのではというご提言については、現状を確認のうえ検討してみる。なお、以前にお聞きしていした城山公園大谷のつつみ斜面の竹薮については切らせていただいたが、今年度の予算で防護策をつけて対応させていただく。

問　高齢者を対象としたスポーツの親交という事で提案です。先日、市長杯パークゴルフ大会が近隣市の施設を会場に開催された。近隣市にもいくつかパークゴルフ場があるが、どれだけ身近な場所に施設があるかが重要だと思う。

そこで、クロスランドのパターゴルフ場を利用してはどうか。平日はほとんどプレイヤーがいないのではないか。また、近くにタワーの湯や食事も出来るところがあり良い環境だと考える。

答　パークゴルフ場については長寿会からも毎年要望をいただいている。健康促進、生涯スポーツの推進という観点から大変重要だと考えている。高齢者の生涯スポーツという点では冬場のゲートボール場や旧岩尾滝小学校のグラウンドの芝生貼り付けなどの整備をした。今整備している綾子の河川公園は、多目的だがパークゴルフが、９ホールできるような整備を進めている。

クロスランドでパークゴルフ場をという話については、パークゴルフ場は、１ホールあたりの面積の規格があり、この規格を満たすには手狭である。財源の問題もあるが、市でも適地がないか検討している。
問　城山公園は下から上がる道が、住宅が密集している関係で狭い。桜町方面から公園へ入ってくる公園道路ができれば道の駅との交流で桜の時期に、県外から桜を見学に来る人も分かりやすいのではないか。

答　城山公園への桜町側からの道路設置については、地権者もいることなので少し調べて検討してみたい。

問　小矢部市、特に石動町には大変たくさんのお寺がある。これだけお寺が密集しているのは全国でもめずらしい。

お寺を活用した交流創出事業を計画されているがどのような事業か。

　

答　お寺を会場とし、インドア派の高齢者の方などに参加いただくイベントを考えている。

内容については、富山県には落語、手品、演芸などの芸人の卵の方がたくさんいるので、そういう方をお招きし、とにかく笑っていただきたいと思っている。入場料は安価に設定し、その半券を買い物の割引券にできないか関係の方と協議をしている。お寺に来て演芸を見てもらうこともそうだが、帰りには石動の町を歩いて、買い物もしていただく、そういう仕掛けができないか考えている。

問　公民館の事業で石動のまちだての勉強会、今石動城周辺の散策があった。民有地もあるようだが今石動城の周辺整備をもう少し考えられないだろうか。

答　先のお寺の話もそうだが縄文、若宮古墳、今石動城など、小矢部市には本当にすばらしい歴史資源があるので、これを活用しなければという思いはある。特に今石動城は相当大きかったという話を聞いている。今少しずつ取りかかっており、昨年は付近の測量をして、今年は保存活用事業として本丸跡まで仮設道路を造っている。これは計画的に実施しているので、時間をかけて立派にしていきたいと思う。

問　昨日、今日と市議会の様子がケーブルテレビで放映されている。一週間なり時間をとって市民が全部見られるように番組編成をお願いしたい。開かれた議会にも繋がると思う。

答　ケーブルテレビの放送については、TSTが事業主体であり、その中で番組編成会議があって番組が編成されている。ご意見は伝えたいと思う。なお、インターネットでも議会中継を見ることができる。

問　城山町で緊急時の防災体制の仕組みとして、メールの一斉送信機能を使った連絡体制づくりに取り組んだ。青年会１５名に協力いただき城山レスキュー隊が結成された。

　同様の取り組みを市内に広げれば小矢部市全体で千人、二千人と若者が参加してくれるのではないか。

答　素晴らしい取り組みだと思う。緊急時の一斉メールの利用については、市役所内での災害時の連絡体制には既に利用している。提言の市民のサポーター制度への利用については今後の参考とさせていただく。

問　人口推移の問題については、若年層の流出を止めなければいけない。先ほどから話を聞いていると若年層との考え方がだいぶ違っている様にも思えるが、どのような対策を考えているのか。

今の若者は、将来に対して不安を感じているのではないか。

答　すべての施策が流出対策につながると思う。子育て支援や、雇用の安定についても取り組んでいる。

問　子育てしている人たちは、仕事を持ち、ある程度安定した人たちだ。子育ての以前に職を探しているような人も少なくないだろう。そういう不安定な人への施策が必要だと思う。

答　たしかに雇用の場づくりは非常に大切だ。これは真剣に取り組んでいく。
